








































































































































































































































































































































































































































































































[1]  Journal of Medical Ethics, Vol.25, No.2, 1999; Vol.26, No.2, 2000.なお、目次および要旨については
下記のウェブサイトで見ることができる。http://jme.bmjjournals.com/contents-by-date.0.shtml 
 






と考える。（cf. Harris 1993:185）  
 
[4]   当事者の自発的意思（選択）に基づくこうした優生学は、「新優生学（the new eugenics）」と呼ばれ
る。後論でもこれに言及するが、立ち入った検討は別の機会に譲る。さしあたって参照した文献は以下の
もの。Caplan 2000; King 1999; Paul 1998; 市野川 1999; 佐藤 1999; 立岩 1997; 松原 2000; 米本他 
2000; 森岡 2001 
 
























1998、石川／長瀬 1999、倉本／長瀬 2000。 
 
[9]  遺伝子研究が障害者に対して及ぼす影響に懸念を表明する障害者団体「障害者インターナショナル欧
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